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5）ゴールキーパーが正当な方法で投げたり蹴ったりしたボールが、直

接、相手側ゴールに入ってしまった場合。
こわば反射とばみなされないので、プレイはフェイスーオフで再ノ労きれ

る。得点が認められるゴールであるためには、ボールがゴールに入る薪に、
他の選手の体や装具に戯れている必要がある。

6）攻撃側のフィールド・プレイヤーが故意に蹴ったボールが、その後

他のプレイヤーの体や装具に当たって、ゴールに入ってしまった場合。
こわば反射とはみなされないので、プレイはフェイスーオフで南野され

る。

7）ディレイド・ペナルティ中に、反則を犯した側のチームがゴールを

決めた場合。
この場合、直ちにペナルティが穿行きれ、プレイはフェイスーオフで青

原される。

8）ボールが、いずれか一方のレフリーに当たり、その結果、直接ゴー

ルに入ってしまった場合。
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CONSEQUENCE SIGNS

CONSEQUENCESIGNS

帰結を表すサイン

く801～811＞

あるプレイ・ある行為・ある
出来事等に対する結果および
帰結を表すレフリーのサイン

（括黒としてどうなったのか）
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CONSEQUENCE SIGNS
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CONSEQUEHCE SIGNS
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OFFENCE SIGNS

OFFENCESIGNS

反則の内容を表すサイン

く901～925＞

反則行為の内容を示すために
レフリーが用いるサイン
仮則行為に関するサイン）
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OFFENCE SIGNS
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OFFEM）E SIGhlS
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OFFENCE SIGNS
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卜■聖：「聖二竺」・・ヰ聖から州までの甲ト
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